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資源ごみ・粗大ごみ　月 1回・水曜日

曜日 収　集　地　区

月
・
木

倉治・東倉治・神宮寺・郡津・森・森北・森南（私市の一
部を含む）・幾野・天野が原町・青山・向井田・行殿・浜
の池・梅が枝・松塚・寺・寺南野・私部西・駅前住宅（私
部 4丁目・私部長砂町）・傍示

火
・
金

私市・私市山手・私部（一部を除く）・私部南・南星台・
藤が尾・星田・星田北・星田西・星田山手・妙見坂・
妙見東

月 火 水 木 金

収集
地区

藤が尾・
妙見坂・
妙見東・
私市・私
市山手

幾野・梅が枝・
私部西・郡津・
松塚・私部 4
丁目一部（77
番～ 80番）

天野が原町・
私部（一部を
除く）・私部南・
寺・寺南野・森・
森北・森南

星田・星田
北・星田西・
星田山手・
南星台・傍
示

青 山・
倉 治・
東倉治・
神宮寺・
向井田

6 月のごみ収集日
問い合わせ　環境事業課（℡   892・2471）

▽ごみはきっちり分別し、決められた日の午前 8時 45 分までに決められたところへ出してください。

▽      可燃粗大ごみ（＝燃える粗大ごみ・1か月 4点以内）、不燃粗大ごみ（＝燃えない粗大ごみ・1か月 4点以内）は、粗
大ごみ予約受付センターへ申し込みが必要です。月～金の祝日も受付を行っています。受付期間は各収集日の 1か
月前～ 1週間前です。（詳しくは「交野市ごみ出しマニュアル」をご参照ください。）

▽持ち込み粗大ごみ（有料分）は、水・土・日曜日を除く午前 9時～午後 4時 30 分に環境事業課で受け付けています。

収集地区 7日 14日 21日 28日

幾野・倉治・東倉治・
神宮寺・寺・寺南野・
森・森北・森南・傍示

可燃粗
大ごみ

不燃粗
大ごみ

空缶・
空びん
など

新聞・
雑誌など

天野が原町・郡津・
藤が尾・梅が枝・松
塚・私部 4丁目一部
（77番～ 80番）

新聞・
雑誌
など

可燃粗
大ごみ

不燃粗
大ごみ

空缶・
空びん
など

私部(一部を除く)・私
部南・私部西・青山・向
井田・私市・私市山手

空缶・
空びん
など

新聞・
雑誌など

可燃粗
大ごみ

不燃粗
大ごみ

星田・星田北・星田
西・南星台・妙見坂・
妙見東・星田山手

不燃粗
大ごみ

空缶・
空びん
など

新聞・
雑誌など

可燃粗
大ごみ

普通ごみ（生ごみなどの可燃ごみ）　週 2回

ペットボトル・プラスチック製容器包装（廃プラ）　週 1回

児　童　書

図書だより

問い合わせ
倉治図書館（℡   891・1825）、青年の家図書室（℡   893・4881）

一　般　書

ねがえりごろん
　斉藤洋　講談社
超訳こども「ニーチェの言葉」
　齋藤孝　KADOKAWA　
親子で学ぶ！統計学はじめて図鑑
　青山和裕他　日本図書センター
河童のユウタの冒険 上・下
　斎藤惇夫　福音館書店
つかってみよう！四字熟語365日
　小峰書店
きみがうちにくるまえ…
　マリベス・ボルツ　岩崎書店
うわさの怪談怨
　成美堂出版
ふなのりのやん
　ディック・ブルーナ　福音館書店

世界の郷土菓子
　林周作　河出書房新社
野菜が主役の晩ごはん
　青山有紀　集英社
策謀
　上田秀人　徳間書店
薬はリスク？
　宮坂信之　法研
嫁入り
　佐伯泰英　角川春樹事務所
素敵な日本人
　東野圭吾　光文社
大人の里山さんぽ図鑑
　おくやまひさし　交通新聞社
THE阪急電鉄
　広岡友紀　彩流社

お知らせ

　ここで紹介する本は、図書館（室）に新しく入った本の一部です。
この他にも多数あります。読みたい本が見つからないときは、係
員にお尋ねください。本の予約、リクエストも受け付けています。

いっしょに
読んで

絵 本 か
ら 物 語 へ

「どろんここぶた」 
　　　アーノルド・ローベル　作

岸田衿子　訳
　文化出版局

　お百姓さんの
家の子ぶたは、ぶ
た小屋の軟らか
い「どろんこ」の
中に座ったまま、
沈んでいくこと
が何よりも大好
き。
　ところがある朝、おばさんに大
好きな「どろんこ」をきれいさっ
ぱり掃除されてしまいます。怒っ
た子ぶたは「どろんこ」を探すた
め、家を逃げ出しますが、なかな
か良い「どろんこ」は見つかりま
せん。大きな町までやって来て、
やっと見つけて飛び込んだのは、
塗りたてのセメントでした…。
　愛嬌のある子ぶたの表情やその
行動、そして幸せな結末に、思わ
ず笑みがこぼれます。色味を抑え
た味わい深い絵と、ユーモラスで
温かみのある話が、初版から 40
年以上たった今もなお、多くの子
どもたちの心を捉えて離しませ
ん。
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